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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 【 請 求 項 １ 】 　 Ｈ 3 Ｐ Ｏ 4 の 濃 度 を ８ ５ 重 量 ％ に 換 算 し た と き の 不 純 物 含 量 と し て 、 Ｓ
ｂ が ２ ０ ０ ｐ ｐ ｂ 以 下 で あ り 且 つ 硫 化 物 イ オ ン が ２ ０ ０ ｐ ｐ ｂ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す
る 高 純 度 リ ン 酸 。
　 　 【 請 求 項 ２ 】 　 粗 リ ン 酸 に 、 硫 化 水 素 ガ ス を 過 剰 に 吹 き こ み 、 該 粗 リ ン 酸 に 含 ま れ て
い る 不 純 物 金 属 を 硫 化 物 と し て 沈 殿 さ せ る 第 １ 工 程 と 、 第 １ 工 程 で 得 ら れ た リ ン 酸 を 濾 過
す る 第 ２ 工 程 と 、 第 ２ 工 程 終 了 後 に リ ン 酸 と 空 気 と を 除 去 塔 内 で 接 触 さ せ て 、 リ ン 酸 中 に
含 ま れ る 硫 化 水 素 ガ ス を 除 去 す る 第 ３ 工 程 と を 行 い 、 且 つ 第 １ 及 び 第 ２ の 工 程 を ５ ９ ℃ 以
下 で 行 う こ と で 得 ら れ る 請 求 項 １ 記 載 の 高 純 度 リ ン 酸 。
　 　 【 請 求 項 ３ 】 　 前 記 粗 リ ン 酸 は 、 黄 リ ン を 燃 焼 さ せ て 五 酸 化 二 リ ン を ガ ス 生 成 さ せ た
後 、 該 ガ ス を 水 和 さ せ て 得 ら れ る 乾 式 リ ン 酸 で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 高 純 度 リ ン 酸 。
　 　 【 請 求 項 ４ 】 　 電 子 デ バ イ ス の エ ッ チ ン グ に 用 い ら れ る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載
の 高 純 度 リ ン 酸 。
　 　 【 請 求 項 ５ 】 　 不 純 物 金 属 を 含 む 粗 リ ン 酸 に 硫 化 水 素 ガ ス を 過 剰 に 吹 き 込 み 、 該 粗 リ
ン 酸 に 含 ま れ て い る 不 純 物 金 属 を 硫 化 物 と し て 沈 殿 さ せ る 第 １ 工 程 と 、 第 １ 工 程 で 得 ら れ
た リ ン 酸 を 濾 過 す る 第 ２ 工 程 と 、 第 ２ 工 程 終 了 後 に リ ン 酸 と 空 気 と を 除 去 塔 内 で 接 触 さ せ
て 、 リ ン 酸 中 含 ま れ る 硫 化 水 素 ガ ス を 除 去 す る 第 ３ 工 程 と を 含 み 、 且 つ 第 １ 及 び 第 ２ の 工
程 を ５ ９ ℃ 以 下 で 行 う こ と を 特 徴 と す る 高 純 度 リ ン 酸 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ６ 】 　 第 １ 工 程 と 第 ２ 工 程 と の 間 に 熟 成 工 程 を 行 う 請 求 項 記 載 の 高 純 度 リ
ン 酸 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ７ 】 　 第 １ 工 程 は 、 粗 リ ン 酸 と 硫 化 水 素 ガ ス と を 、 充 填 物 を 充 填 し た 吸 収 塔
内 で 接 触 さ せ て 行 う 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 高 純 度 リ ン 酸 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ８ 】 　 第 ３ 工 程 は 、 リ ン 酸 と 空 気 と を 、 充 填 物 を 充 填 し た 除 去 塔 内 で 接 触 さ
せ て 行 う 請 求 項 ５ ～ ７ の 何 れ か に 記 載 の 高 純 度 リ ン 酸 の 製 造 方 法 。
　 　 【 請 求 項 ９ 】 　 前 記 不 純 物 金 属 を 含 む 粗 リ ン 酸 は 、 黄 リ ン を 燃 焼 さ せ て 五 酸 化 二 リ ン
を ガ ス 生 成 さ せ た 後 、 該 ガ ス を 水 和 さ せ て 得 ら れ る 乾 式 リ ン 酸 で あ る 請 求 項 ５ ～ ８ の 何 れ

５



か に 記 載 の 高 純 度 リ ン 酸 の 製 造 方 法 。
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